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新潟県電気工事工業組合

『 GO!　GO!　TOUCHDOWN!! 
（ゴー ゴー タッチダウン） 』

撮影場所・撮影日／東京都東小金井　東京農工大学グランド　平成26年5月

【コメント】
　新潟大学タイガース（白）ＶＳ東京農工大学ブラスターズ（緑）の、
アメリカンフットボ―ル関東学生連盟春の交流試合です。
　ランプレーが得意な新潟大学のⅠ（アイ）フォーメーション体型で、こ
の体型から、ランニングバックがボールを持って、強力なラン攻撃を展
開します。試合の結果は、新潟大学が先制、東京農工大学の激しい追い
上げをかわして、７対３で新潟大学が勝利を収めました。

撮影者／新潟県電気工事工業組合
 長岡支部　小島電機㈱　小島　浩一　氏
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第66回通常総代会

電気工事士免状交付等業務を受託

―積極的に新規事業に取り組み、成果をあげる―

　当工組の平成26年度第66回通常総代会は、去る６月３日（火）ANAクラウンプラザホテル

新潟において、総代110名中99名（うち委任状12名）が出席して開催され、平成25年度事業報

告並びに収支決算、平成26年度事業計画(案)並びに収支予算（案）等について審議可決したの

ち、総代定数の変更等定款一部変更を可決し、立候補に伴う役員補選では品田史夫青年部会

長を理事に選任した。

　総代会は、西村事務局長の司会で定刻14時30

分に開催され、出席総代数の報告が行われたの

ち、平成25年度に物故された９名の組合員に哀

悼の意を表して黙祷を捧げた。

　次に、小林理事長より開会の挨拶が行われた

のち、議長団の選出に移り、議長に燕支部・㈱

有坂電機・有坂友栄氏、副議長に新津支部・㈱

八重電業社・小川邦之氏、同じく副議長に小千

谷支部・㈱山本電機工業所・山本進氏を選出し

て直ちに議事に入った。

〔第１号議案〕平成25年度事業報告並びに収支

決算承認の件

（事業報告）

　事業活動の概要、並びに総務委員会関係、経

営企画推進委員会関係、技術委員会関係、引込

線事業委員会関係の各事業委員会関係の主な事

業の実施状況について報告が行われた。

（収支決算）

　平成25年度の収支決算は、総収益４億111万

円、総費用３億7,633万円で、経常利益2,395万

円、当期純利益1,947万円の実績となり、当期未

処分利益4,068万円のうち利益準備金、特別積

立金を各々200万円、並びに技能競技全国大会

積立金を300万円とする等、次期繰越剰余金を

3,179万円とする剰余金処分(案)を満場一致で承

認した。

〔第２号議案〕平成26年度事業計画（案）並び

に収支予算（案）承認の件

理事長挨拶 議　長　団
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（事業計画）

　組合員のニーズに即した組合活動を実施する

ための事業計画として、各事業委員会の重点施

策について説明が行われた。

（収支予算）

厳しい収支状況が見込まれることから、平成25

年度実績に比べて3,442万円減額の3億6,669万円

の予算編成の説明が行われ、満場一致で原案ど

おり承認した。

〔第３号議案〕役員報酬限度額決定の件

　理事950万円、監事50万円を満場一致で承認

した。

〔第４号議案〕借入金残高最高限度額決定の件

　5,000万円を満場一致で承認した。

〔第５号議案〕定款一部変更の件

　第一点目として理事定数の上限を実数に合わ

せるため、また、幅を設けた監事定数に変更す

るため、理事並びに監事定数を変更するもので

ある旨、第二点目として組合事業の迅速で透明

性の高い執行を図るため常務理事を選出し、常

務理事会を設置するものである旨、並びに第三

点目として組合員数の減少に応じて総代定数を

変更するものである旨の説明が行われ、満場一

致で原案どおり承認した。

〔第６号議案〕役員補選の件

　青年部から理事候補者の立候補があり、品田

史夫氏が理事に選任された。

　以上で本日の議案は全て終了した。

　

引き続き、平成26年度の表彰式が行われた。

組合表彰として、

▼�電気関係業務永年従事者（満70才以上の電気

功労者）表彰＝26名

▼役員永年勤続者表彰＝１名

▼優良従業員永年勤続者表彰

・満10年表彰＝10名

・満20年表彰＝７名

・満30年以上表彰＝26名

　70名の受彰者を代表して、阿部眞二氏（新津

支部）が謝辞を述べて組合表彰が終了した。

続いて、支部活動で優秀な成績を挙げた各支部

に対して優秀支部表彰が行われた。

▼優秀支部表彰

　・最優秀賞：長岡支部

　・優秀賞　：新津支部

　・努力賞　：上越支部、小千谷支部

　続いて、東北七県電気工事組合連合会表彰伝

達式並びに全日本電気工事業工業組合連合会会

長表彰伝達式が行われた。

▼東北七県電気工事組合連合会表彰

⑴　指導功労者＝１名

⑵　優良従業員および組合優良職員＝4名

▼全日本電気工事業工業組合連合会会長表彰

⑴　役員の部＝１名

⑵　職員の部＝１名

受彰者代表謝辞
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救急処置で表彰

　５月28日十日町地域消防本部において、救急

処置を施して人命救助に貢献したとして、信栄

電機工業株式会社の太田克之氏と滝沢和久氏が

十日町地域メディカルコントロール協議会から

感謝状を贈呈された。

　二人は、作業現場で突然意識を失い呼吸の止

まった男性に対して、救急車到着までの約10分

間、交代で心臓マッサージを行った。その後、

駆けつけた救急隊員が電気ショックを実施し

て、男性は一命を取りとどめた。

二人は救命講座を受講しており、その経験が役

に立ったという。

第34回通常評議員会

　続いて、新潟県電気工事工業組合政治連盟第

34回通常評議員会が、評議員110名中95名（う

ち委任状13名）が出席して午後４時30分より開

催された。

　はじめに小林会長より開会挨拶が行われたの

ち、本山秀樹幹事長より当工組組合員関係者市

長村議会議員で組織されている議員協議会員３

名全員が当評議員会にご出席されている旨の報

告と、それぞれのご紹介を行った。

　続いて、当連盟顧問の塚田一郎参議院議員、

並びに同相談役の市川政広県議会議員、高倉栄

県議会議員にご出席いただいている旨の報告と、

それぞれのご紹介を行った。

　続いて、議長に燕支部・㈱有坂電機・有坂友

栄氏を選出して議事に入った。

〔第１号議案〕　平成25年度事業報告書、貸借対照

表、収支計算書、財産目録及び繰越金承認の件

〔第２号議案〕　平成26年度事業計画（案）承認の件

〔第３号議案〕　平成26年度収支予算（案）承認の件

〔第４号議案〕　役員補選の件

　以上４議案は原案どおり可決承認し、本日の

議案は全て終了した。

　また、先の当連盟幹事会で佐藤・塚田参議院

議員に顧問を、市川・高倉県議会議員に相談役

を引き続きお願いすることになり、評議員会終

了後に顧問、相談役の委嘱状をお渡しした。

新潟県電気工事工業組合政治連盟

太田克之氏（左）と滝沢和久氏（右）
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　はじめに品田会長よ

り「本日は大変お忙し

い中、県内各地よりお

集まりいただき厚くお

礼申し上げます。会

長として３年が経ち、

その中で各支部を回り

様々な声を聴く機会を

持たせていただき、そ

れを県青年部の活動に取り入れていきたいと考

えてこれまでやってきました。任期はあと１

年、これからもいろいろな話をお聞かせくださ

い。また我々の業界の未来を見据え、そして電

気工事士の地位向上のために何をすべきか、青

年部で真剣に考えていきたいと考えています。

最後に、スローガンとして掲げている『楽しん

でいこう、新潟県青年部』本日もよろしくお願

いします。」と開会挨拶が行われた。

　続いて吉田副理事長より「常日頃、青年部か

らは様々な提言やご協力をいただきありがとう

ございます。いつも青年部に来ると元気をもら

える。また、青年部で取組んでいるサイボウズ

の活用については、組合業務の効率化ができる

ものと期待をしている。親会では現在、組織に

ついていろいろ議論を重ねているところである

が、この青年部でも先を見越し、どのように進

んでいくのかを話し合ってもらいたい。」と挨

拶をいただいた。

　次に議長の選出に移り、議長に渡辺賢一氏

（新発田支部）を選出し、議案の審議に入った。

〔第１号議案〕平成25年度事業報告並びに収支

決算承認について

　平成25年度事業報告並びに収支決算報告が行

われ、監査報告どおり承認された。

〔第２号議案〕平成26年度事業計画（案）並び

に収支予算（案）について

　平成26年度事業計画（案）並びに収支予算

（案）について説明が行われ、原案どおり承認

された。

〔第３号議案〕電気工事業界地位向上のための

対策について

　電気工事業界の社会的地位向上に関する意見

書（案）について説明が行われ、原案どおり承

認された。

　以上、議案は全て承認され、平成26年度理事

総会は閉会した。

理 事 総 会

品田会長の挨拶

県 青 年 部

懇 親 会

平成 26 年度理事総会を開催

―電気工事業界の発展と地位向上を目指して！―

　新潟県電気工事工業組合青年部の平成26年度理事総会が、６月10日電気工事会館において親
会の吉田副理事長、理事21名、監事２名、顧問１名、代理出席２、事務局１名の計28名出席のも
と開催された。
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　５月２日から６日まで、あわしま島びらきが

開催されました。地元にいながら行く機会がな

かったのですが、５月３日天候に恵まれ岩船港

を「普通船ﾌｪﾘ―あわしあま」で出港。当日、

船中は大勢の観光客でいっぱい、観光マップを

広げてワイワイガヤガヤ。

　１時間半で粟島の港が見えてきました。

漁船が大漁旗をなびかせて迎えに来てくれ、

フェリーの周りを囲み港まで並走してくれまし

た。大漁旗は色とりどりで圧巻でした。

　 船 を 降 り る

と、港では島民・

子供達が「よさ

こい」で歓迎。

粟 島 公 認 マ ス

コ ッ ト「タ イ

ボー君」もイベ

ントを盛り上げ

てくれました。

豪華賞品が当た

る抽選会が始ま

り、見事1.5Kの

「タイ」をゲッ

トしました。お

酒や17Kもある

「アンコウ」な

ど幸運の女神に微笑みをもらった人が、私も含

めて20人ほど。

　「タイ」を持ちながら、島を代表する料理

「わっぱ煮」会場へ。

　杉で作った「わっぱ」に焼いた魚とねぎを入

れて、お湯を注ぎ、真っ赤に焼いた石を落と

す。なんと豪快な漁師料理。実際に目の前で

作ってもらい感激しました。魚の出汁がでてと

てもおいしかったです。島じゃがコロッケもお

すすめです。

　島には車が入れないので、移動は自転車か徒

歩です。自然豊かな粟島は野鳥の宝庫で、双眼

鏡片手にバードウォッチングする人、サイクリ

ングで汗を流して美しい景観と自然を満喫する

人、楽しみ方はそれぞれです。

　鳥のさえずりに静かに耳を傾け、岩にぶつか

る波の音を聞き、新緑が目にまぶしい中に彩り

あざやかや野の花を見つけて、思わず微笑みた

くなる。粟島を楽しみ、心休まる1日でした。

　美しい海で遊び、釣りを楽しみ、乗馬を経験

し、食を堪能する。粟島は、これから観光シー

ズンを迎えます。

皆様も是非、遊びに来て下さい。

　追記

　「タイ」とまな板の上で戦った結果、我が家

の夕食にはぐじゃぐじゃになったお刺身が…。

　姿焼きにすれば良かったと後悔しました。　

村 上 支 部

あわしま島びらき

賞品のタイゆるキャラ「タイボー君」

歓迎行事
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　６月11日（水）に新発田地区電気安全衛生推

進協議会（以下電安協と略す。）安全衛生大会

開催されました。

　当日は、ゼロ災旗入場、全国安全週間スロー

ガンを全員で唱和。三母会長挨拶の後、来賓の

野田新発田労働基準監督署長ならびに嶋川新発

田警察署交通課長より祝辞をいただき、大会宣

言をいたしました。休憩をはさみ、東北電力㈱

新潟支店企画管理部門主査　宮野忠雄様を講師

に迎え、「なくそう！墜落・転落・転倒」の演題

で記念講演をいただきました。心身両面からの

原因を指摘され、自覚と備えをし、知識の習得

により自立的に取り組んでいただきたいとの内

容でした。昨年度新発田労働基準監督署管内の

死亡労災事故は３件で電気工事業界はゼロでし

たが、すべて建設業界で発生いたしました。災

害は身近で発生しており、常に安全確保を最優

先に行動することを再確認いたしました。

　ここで、新発田地区電安協の沿革について、

若干説明させていただきます。昭和50年７月新

発田地区配電工事関係者の安全意識の高揚と作

業員の技術向上のため、電力および配電工事業

者をメンバーとして発足。同55年６月社会情勢

の変化を考慮し、地域の内線業者を含めた組織

が必要になり当支部が加入。さらに同62年４月

従来の安全面に付加し衛生面、設備面での活動

を充実させるため、保安協会を新会員に迎え現

在の名称に変更となりました。他支部でも同様

な組織があると思いますが、保安協会が会員で

あるのは珍しいのではないか、まさに電気工事

業界すべて結集した体制となっております。

　さて、数年前より電力は配電工事安全推進協

議会に比重を移し、各地区電安協の運営は工事

組合各支部事務局が担当されていることと思い

ます。電力側の諸事情はあると思いますが、発

足当時は安全作業の確保に関するノウハウのあ

る電力主導で活動を進めてきて、今後は工事組

合が運営主体となり、自立していける組織を期

待されている側面はあると思います。

　電力システム改革（第２段階：全面自由化は

法案可決）が第３段階の電力会社の分社化が視

野に入って来てる現在、安全衛生面での電安協

の活動の必要性はますます高まり、支部組合員

が自身のための組織であることを再確認して活

動してゆく必要があると思われます。

新 発 田 支 部

第40回安全衛生大会開催される
―新発田地区電気安全衛生推進協議会―

安全衛生大会

安全衛生大会
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青年部支部間交流親善ソフトバレー大会を開催

各支部青年部会員121名が集結！

新津支部青年部が優勝！

　６月28日（土）に恒例の青年部支部間交流親

善スポーツ大会が五泉市の「村松さくらアリー

ナ」にて開催されました。今年度は新津支部青

年部が主管となり、全県下12支部から121名の

青年部会員が集結しました。当日は、H22年にで

きた新しい体育館で熱戦が繰り広げられまし

た。開会式では、県青年部の品田会長、地元新

津支部の松原支部長、五泉市長よりご挨拶をい

ただき、昨年度の燕大会で優勝した新潟支部青

年部よりトロフィーが返還されました。その

後、ラジオ体操を行い、全11チーム（村上・小

千谷は合同チーム）で予選が始まりました。

　予選は３ブロックに分かれリーグ戦にて行わ

れ、１～６位までのチームが決勝トーナメント

へと進み、決勝まで勝ち残ったのは優勝候補と

注目されていた新津支部青年部と村上・小千谷

青年部合同チームの両チーム。予選から圧倒的

な強さで勝ち上がりました。試合は、両者白熱

したラリーを繰り返しつつも、結束の強さをみ

せた主管の新津支部が２－０で勝利し、念願の

初優勝を果たしました。準優勝は、合同とは思

えないチームプレーをみせた村上・小千谷合同

チーム。第３位は長岡支部青年部と十日町支部

青年部でした。

第２位　村上・小千谷合同チーム第１位　新津支部青年部

県 青 年 部

第３位　長岡支部青年部 第３位　十日町支部青年部
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熱戦の後は、五泉市咲花温泉佐取館に場所を移

して会員交流会が開催され、98名が参加しまし

た。途中、優勝した新津支部青年部にトロ

フィーが授与され、また次回開催地を決定する

余興も行われました。青年部会員が一堂に会す

る年に一度のこの行事で、今年も多くの仲間と

交流を深め、大いに盛り上がりました。次回開

催地は三条です。来年度の三条大会での熱戦が

早くも期待されます。

各支部青年部会員 1 2 1 名が集結！
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　新潟支部青年部では、毎年「合同入社式」と

して、組合員の新入社員を対象に合同で雇い入

れ教育会を行っております。この事業が年度最

終事業に位置しており、今回は４月４日に電気

工事会館４階会議室で行われ、13社より19名の

参加があり、新津支部や柏崎支部からも各１名

ずつ参加いただけました。新潟支部青年部では

親睦委員会と技術委員会の２委員会構成で事業

を運営しておりますが、この事業は高張委員

長率いる親睦委員会が中心となり設営致しまし

た。初々しい新入社員からは、電気工事士への

憧れや電気工事業への期待などを垣間見ること

ができ、我々も初心を思い出させていただける

とても良い事業だと思っております。

　また、５月23日には平成26年度定時総会を開

催致しました。今年は役員改選や卒業などが絡

まない年でしたので、スムーズに進行されてお

りました。その中で10年前まで参加していた

「新潟まつりの民謡流しに、また参加したい！」

という久保田会長の熱い想いが皆さんに伝えら

れ、満場一致で可決されました。これには親会

の方々からもご賛同いただけ、一緒に参加でき

ることになりそうです。６月中旬までには、参

加申し込みを済ませ、出場の内容や方向性を示

さなくてはならないため、特別委員会を設置

し、急ピッチで準備を進めているところです。

　毎年の恒例行事になる大事な１回目となる

様、担当含め一致団結で取り組んでいこうと

思っております。

　新潟支部青年部はこのままいくと、３年後に

15名卒業という大きな変換期を迎えます。今か

らどうしていくかを考え、後輩に教え、伝え、

責任を与えることで、備えていかなければなり

ません。会員拡大という非常に大きな課題を抱

えておりますが、久保田会長を中心に、この１

年を盛り立てて行きたいと思います。

新潟支部青年部

合同入社式ならびに定時総会

合同入社式 定 時 総 会
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　村上支部青年部は、５月16日瀬波温泉にて平

成26年度定時総会を行いました。

　遅れてきた人もいましたが、全員参加で開催

できました。

　会員の皆さまのおかげで、「25年度収支決算

報告」、「26年度計画案及び予算案」とスムーズ

に進行ができました。

　毎年恒例となっている「業界PR活動」や

「東北電力（株）村上営業所青年部との親睦会」

の予定を確認し、県青年部事業の支部間交流親

善スポーツ大会や村案協（村上地区配電工事安

全衛生協議会）主催のソフトボール大会への積

極的な参加を話し合いました。

　通常総会後の懇親会では、昨年度の活動を振り

返り和気あいあいとした時間を過ごしました。

　１月には、電気工事組合事務所のLED化、器

具改造及び�取り付けを行いました。

　㈲東栄電工の金子さんからLEDランプを、㈲

坂上電気工事の坂上さんに器具本体を準備して

頂きました。

　スムーズに取り付けが終わり、「ショールー

ム並みのに明るさになったね」と感謝の言葉を

頂き大変嬉しかったです。

　３月には、２年に１度の研修旅行へ行ってき

ました。

　東京五反田にある大崎電気工業㈱でスマート

メーターの研修を受けてきました。

　残念ながら会長の私はインフルエンザで不参

加だったため詳しく説明できませんが、参加者

の話では、楽しく有意義な研修旅行となったよ

うです。

　副会長の坂上さんには、会長代理として活躍

していただき、ありがとうございました。

　今後、当青年部の高齢化に伴い、青年部会員

の確保が今後の課題となりそうですが、皆さま

に電気業界を広く知って頂くために他支部を見

習い、青年部活動にみんなで力を合わせて頑

張っていきたいと思います！

村 上 支 部 青 年 部

『平成 25 年度通常総会』

研修旅行

研修旅行
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　４月13日㈰に新発田城址公園で行われた、さ

くらまつりにて高所作業車への乗車体験を今年

も開催いたしました。

　さくらまつりでの高所作業車乗車体験のイベ

ントは、今年で20回目を迎えました。

　何もない所から、20年前に先輩たちが地域の

子供達に夢を与える為、そして電気工事業の

PRを青年部とは別に始め、その後青年部が引

き継いで開催してきました。

　今回のイベントはバケット車３台、高所作業

床１台で乗車体験を実施し、その他、お菓子釣

りコーナー、ポップコーンの無料配布、東北電

力㈱新発田(営)お客さま提案課様からIHの体験

調理を実演していただき、電化のPR等も行わ

せていただきました。

　今年は桜も満開で、天気も日頃の行いが良い

ようで快晴、風も昨年と違い暖かく春爛漫でし

た。そのおかげで、スタート（AM10時）時から

出足が良く、終了の15時まで弁当を食べる暇も

ないくらいお客さんの途切れがなく、終わって

みると過去最高の925人の動員がありました。

　桜を下から見上げるのではなく、上から見下

ろす花見を毎年楽しみにしている方、「昨年高

所体験をして楽しかったので今年も来ました」

という方、地域もさまざまで、小千谷、燕、

新潟市、村上に山形と地元以外からも多くの方

に来場していただきました。

　こうして20周年を迎え、これから先、30周

年、40周年と続けていき、地域に根差した電気

工事店及び電気工事工業組合をPRしていきた

いと思います。

新発田支部青年部

高所作業車乗車体験開催！
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平成26年度電気使用安全月間

新たに感震装置・

避雷器取付推進運動を展開！

　本年度も8月1日～31日の一ヶ月間に亘り、経

済産業省主唱のもとで電気使用安全月間運動が

実施される。当月間運動は、電気使用の安全に

対する知識をひろく普及するために、感電事故

の多い夏場に全国各都道府県で実施されるもの

で、昭和56年以来毎年8月に実施され本年で34

回目を迎える。

　本年度も「地域社会に視点をおいた電気使用

安全運動」を全面的に押し出し、電気保安の観

点から、各地域の実状に適し、かつ、一般需要

家の立場に立った活動が全国で展開される。

　また、本年度より漏電遮断器に代わって感震

装置・避雷器の取付推進運動が実施される。

　当工組でもポスター、PRリーフレット、チラ

シ、うちわ等のPRグッズを各支部に配布し、

所期の目的達成のため各支部の実状に適した活

動を全県下で展開する予定である。

目的

　一般家庭を主軸に電気使用安全に関する啓発

を行い、不良電気設備の改修を実施するととも

に、併せて電気工事を行う者の研修を行い、一

感震装置・避雷器取付推進運動実施中！
準備期間　平成26年７月１日～７月31日

実施期間　平成26年８月１日～８月31日

自然災害による電気事
故

自然災害による電気事
故

設備の保守不良によるトラブル
設備の保守不良によるトラブル

タコ足配線などに
よる発火

タコ足配線などに
よる発火

汗などによる作業中の感電事故

汗などによる作業中の感電事故

主唱：経済産業省

あ
な
た
が
防
ぐ

電
気
事
故

電気使用安全月間
2014年8月1日～31日

平成26年度重点活動テーマ
●電気はムダなく安全に使いましょう
●自家用設備の電気事故は、適切な保守点検と
計画的な更新で防ぎましょう

●地震、雷、風水害などの自然災害にそなえ、
電気の安全に努めましょう

電気工事は登録（届出）標識のある工事店で。

電気を安全に上手に使って節電しましょう!
全日本電気工事業工業組合連合会
各 ブ ロ ッ ク 組 合 連 合 会
各都道府県電気工事（業）工業組合

主催
消 防 庁
各 都 道 府 県
日 本 放 送 協 会

後援

般用電気工作物の保安確保と電気災害の防止に

資することを目的とする。

実施項目

１．�地域社会に視点をおいた電気使用安全

に関する啓発指導

２．感震装置・避雷器の取り付け推進

３．不良電気設備の改修工事の実施

４．電気設備の安全診断の実施

５．電気設備のリニューアルの推進

６．電気安全啓発キャラバン隊の実施

７．電気工事士に対する研修の実施

８．200ボルト化の普及推進
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組 合 員 の 変 更
平成26年４月～平成26年６月�組合提出分

支　部 事　�業　�所 変更箇所 変　�更　�前 変　�更　�後

新潟 ㈱斎藤電設 住 所 〒950－0892 〒950－0801

新潟市東区寺山１丁目17－32 新潟市東区津島屋７丁目24－1

ダイダン㈱新潟支店 代表者 道端　順治 田中　克典

新発田
㈱日立産機中条
エンジニアリング

商 号 ㈱中条エンジニアリング ㈱日立産機中条エンジニアリング

東海電機㈱新潟営業所 E-mail kaji@tokaidenki.co.jp tsuno@tokaidenki.co.jp

新　津 宮﨑電設㈱ 住 所 〒956－0805 〒956－0816

新潟市秋葉区中野1－19－17 新潟市秋葉区新津東町３丁目195－1

三　条 ㈱アオミ電気商会 代表者 栢森　茂昌 吉田　光孝

中越大栄工業㈱ 住 所 〒959－1386 〒959－1502

加茂市柳町二丁目8－2 南蒲原郡田上町大字田上丙3038－8

電 話 0256－52－2326 0256－57－5505

ＦＡＸ 0256－53－2423 0256－57－5506

廣瀬電気工事店 代表者 廣瀬　美津彦 廣瀬　美希雄

燕 高井電気 住 所 〒953－0066 〒953－0042

新潟市西蒲区安尻2054－4 新潟市西蒲区赤鏥837－4

西澤電気 代表者 西澤　一利 西澤　武春

㈱松井電気工事 代表者 大橋　重喜 石塚　裕太

ＦＡＸ 0256－92－6054 0256－82－4375

長　岡 ㈱あかりテック 商 号 ㈲山田電機商会 ㈱あかりテック

(有)佐藤電機店 代表者 佐藤　英行 佐藤　敏之

真栄電機商会 代表者 近藤　芳男 近藤　千枝子

柏　崎 新電気㈱ 代表者 長谷川　昌樹 大野　功

㈱竹内電設 代表者 竹内　順一 竹内　一公

㈱村田電気商会 代表者 松原　成光 和田　圭央

上　越 旭電工社 住 所 〒943－0893 〒943－0893

上越市大貫4028－28 上越市大貫４丁目20－5

田辺工業㈱北陸支店 代表者 金井　正 水澤　文雄

　　 電 話 025－545－6500 025－544－2222

ＦＡＸ 025－545－6501 025－544－3668

水島電機産業㈱ 住 所 〒949－0303 〒949－0303

糸魚川市大字田海5699 糸魚川市大字田海1179－1

魚沼　 三共電機商会 電 話 025－799－2059 025－792－0595

ＦＡＸ 025－799－2059 025－792－0595

坂西電気店 代表者 坂西　誠 坂西　隆行

十日町 小澤電気 ＦＡＸ 025－752－4788 025－752－3680

組 合 員 の 異 動
平成25年４月～平成25年６月理事会承認分

日　付 支　部

H26.�3.�26 脱 退 三 条 橋本電気㈱

H27.�3.�31 脱 退 三 条 廣瀬電気工事店
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●危険物取扱者試験（８月分）
試 験 日 平成26年８月30日（土）

受付期間　　電子申請 平成26年７月11日（金）～７月27日（日）

　　　　　　書面申請 平成26年７月14日（月）～７月30日（水）

試験種類 甲種・乙種第１～６類・丙種

受 験 地 新潟・長岡・上越・新発田

●消防設備士試験（10月分）
試 験 日 平成26年10月19日（日）

受付期間　　電子申請 平成26年８月29日（金）～９月14日（日）

　　　　　　書面申請 平成26年９月１日（月）～９月17日（水）

試験種類 甲種特類・甲種第１～５類・乙種第１～７類

受 験 地 新潟・長岡・上越

（一財）消防試験研究センター　新潟県支部

※受験願書、免状の書換え申請書は、支部及び県内の消防署で配布しています。
※年間の日程等については、下記にお問い合わせ下さい。

〒950�0965　新潟市中央区新光町10�３　技術士センタービルⅡ�７階703号

　　　　　　ＴＥＬ　025�285�7774　ＦＡＸ　025�211�7011��　http://www.shoubo-shiken.or.jp
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ひかりを明日へ

無理のない節電でみんな　　に

新潟県電気工事工業組合
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